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研究成果の概要（和文）：西南日本は時計回り回転をして大陸から離れたとされるが，その時期やメカニズムに
はまだ不明な点も多い．本研究では回転時期やその頃のプレート配置に拘束条件を与えるために，回転の前後に
起こった西南日本の海溝寄り地域での特徴的なマグマ活動の性質や年代の研究を行った．そして瀬戸内火山岩類
の分布が九州西部の天草地域まで及ぶこと，四国海盆由来のマグマが貫入したとみられる室戸岬斑れい岩の形成
年代が1560万年前ごろであることなどの結果を得た．これらは西南日本の回転終了が1600万年前ごろであるとい
う見解と，回転終了時に西南日本弧がフィリピン海プレートの四国海盆に対面していたというモデルを支持する
ものである

研究成果の概要（英文）：Southwest Japan underwent separation from the Asian continent through a 
clockwise rotation during the middle Miocene, yet numerous aspects concerning the timing and 
mechanisms of this event remain poorly understood. This study focused on examining the 
characteristics and dating the distinctive magmatic activities trench-proximal region of Southwest 
Japan, both preceding and following the rotation, to constrain the timing of this rotation and the 
contemporaneous plate configurations. Our findings reveal that the Setouchi Volcanic Rocks extend to
 the Amakusa area in western Kyushu. Furthermore, the formation age of the Murotomisaki Gabbro, 
which likely resulted from magma intrusion originating from the Shikoku Basin, is dated to 
approximately 15.6 million years ago. These results support the hypothesis that the rotation of 
Southwest Japan concluded 16 million years ago, with the Southwest Japan arc facing the Shikoku 
Basin on the Philippine Sea Plate at the cessation of this rotation.

研究分野： 地質学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本海の形成は日本列島が大陸から分離し，ほぼ現在の弧状列島の形となった出来事であった．したがって，日
本海形成前後に起こった様々な地質学的な現象は，日本列島の地史を復元する上で重要な研究対象であると言え
る．本研究は特に西南日本が時計回り回転をして大陸から離れた時期とほぼ同時に起こったマグマ活動に着目し
て，マグマ活動の起こった時期やその成因について考察し，当時の西南日本の地質発展史の解明に寄与するもの
である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本列島が大陸から離れてほぼ現位置に至るイベントは，日本列島の現在の地理的分布を

決定づけたものであると言える．そのうち，西南日本弧の大陸からの分離については，さま
ざまなモデルが提案されており，分離の開始時期や，周囲のプレート配置など決着してい
ない点が多い．しかし，最終的に西南日本が急速な時計回り回転をして現位置に至ったこ
とは，古地磁気学データの検討により概ね一致している．その回転時期は従来 1500万年前
頃とされていたが、沢田ほか(2013)やHoshi et al. (2015)により 1600万年前頃には終了し
ていた可能性が指摘されていた．しかし，回転時期の拘束については，より広い範囲の年代
学的情報の集約が必要な状況であった． 

(2) 西南日本の時計回り回転前後のプレート配置もモデルの主要な不一致点の一つである．こ
れは現在西南日本が対面するフィリピン海プレートは収束境界に囲まれたプレートであり，
拡大境界やホットスポットの軌跡に基づいた汎地球的なプレート運動モデルに取り込みま
れにくく，その運動の復元に不確定性が大きいことも背景の一つである． 

 
２．研究の目的 
(1) 代表者らはかねてより西南日本弧の海溝寄り地域に分布する中新世火成岩類の放射年代測

定や岩石化学に基づく研究を行ってきた．これらは西南日本弧の時計回りと「ほぼ同時期」
に活動したものとされてきたので，地質学的な証拠により選別された試料について高精度
の放射年代測定を行うことにより，西南日本弧の時計回り回転時期について拘束を与える
ことが一つの研究目的である． 

(2) 合わせてこれら西南日本弧の海溝寄り地域に分布する中新世火成岩類の中でもマグマ生成
場のテクトニクスについての強い拘束条件を持ちうるものに着眼して，放射年代測定に加
えて，地球化学的，岩石学的検討を加えて，それらのマグマ生成場と整合的なプレート配置
を検討することで，これまで提唱されているモデルの優劣を検討し，適切なプレート配置
モデルを考察することも研究目的の一つである．Shinjoe et al. （2021a; 2019オンライン
公開）では西南日本外帯域の珪長質火成岩の年代情報に基づき回転直後に日本弧が全域的
にフィリピン海プレートに対面したことを主張したが，火成岩からの情報を読み解く立場
においても，より広い岩石種についての研究が必要である． 

 
図 ⻄南⽇本弧回転前後のプレー
ト配置モデルの例（Shinjoe et al., 
2021a を改変）．回転前は太平洋プ
レートが沈み込んでおり，それらが
収束して，時計回り回転した⻄南⽇
本弧は 1500 万年前ごろにはフィリ
ピン海プレートの四国海盆と対⾯
したとしている．⻄南⽇本弧の海溝
寄り地域⽕成活動は，拡⼤終焉直後
の熱い四国海盆スラブ沈み込みと
関連づけて説明すべきであるとい
う主張に基づく． 

 
３．研究の方法 
(1) 西南日本弧の回転時期の前後のマグマ活動により形成された火成岩類の野外調査と試料採

取を行った．調査対象は，西南日本弧の海溝寄り地域に分布する火成岩類のほか，本研究採
択前に収集した試料に加えて，不足の試料を採取するため、調査地域は島嶼部を含む九州
西部，四国西部、四国東部の瀬戸内火山岩類，四国の外縁部の苦鉄質火成岩帯，紀伊半島中
部・南部，愛知県三河地域に及んだ． 

(2) 採取した試料は光学顕微鏡下での薄片観察に基づく岩石記載を行い，蛍光 X 線分析による
全岩化学組成データを求めた．これはマグマ成因の検討に供する基礎データを求めること，
および年代測定に適切な試料を選別するために実施した．また一部試料についてはカナダ
Activation Laboratories社に委託して希土類元素等を含むより詳細な全岩の微量元素組成
をアルカリ融解法での試料分解による ICP質量分析法により求めた．また一部試料は日本
原子力研究開発機構の研究用原子炉 JRR-3に敷設のビームラインの即発ガンマ線分析装置
を用いてホウ素，塩素含有量などの全岩分析を行った． 

(3) 年代測定を行う試料を選別しジルコンが分離できた試料については，東京大学地殻化学研
究施設に設置のレーザーアブレーション ICP質量分析計（LA-ICPMS）によるウラン・鉛
年代測定を行った. 



(4) 西南日本弧の海溝寄り地域の火成岩類のなかでも苦鉄質岩について地質学的に特徴的な試
料を選別し，共同研究者に依頼して Sr-Nd-Pb同位体組成の分析を行った． 

 
４．研究成果 
(1) 九州西部の天草地域に分布する中新世火成岩の調査を行い，採取した試料の全岩化学

分析とジルコン U-Pb 年代測定を実施した．その結果珪長質火成岩の組成は瀬戸内火
山岩類のデイサイトと類似し，年代は 14.5–14.8 Ma ごろに集中する結果を得た．これ
らの所見から天草地域の中期中新世火成岩は瀬戸内火山類に対比される可能性が高い
ことを論じた（Shinjoe et al., 2024）．前ページ図の右側のパネルに示したように，回
転直後の西南日本は四国海盆と対面して，四国海盆西縁の九州・パラオ海嶺は九州の西
側にあったというモデルが，主に，当時の海溝寄り火成活動に基づく研究から主張され
ていた（たとえば Tatsumi et al., 2020）．しかしこれまで瀬戸内火山岩類の分布の西
端は九州東部の大野火山岩類とされていて（Tatsumi et al., 2003），モデルとは不整合
であった．今回の研究で九州西部の天草地域まで瀬戸内火山類の分布が広がる可能性
が示されて，この矛盾は解消したものと考える． 

(2) 天草よりさらに西方にある東シナ海の甑島諸島の花崗閃緑岩，石英閃緑岩の貫入岩体
について，およそ 1000 万年前の活動であるという，ジルコン U-Pb 年代測定結果を得
ていたが，取りまとめて学術論文として公開した（Shinjoe et al., 2021b）． 

(3) 西南日本の海溝寄り地域に分布する火成岩類のなかでも従来、瀬戸内火山岩類に区分され
ていた玄武岩〜安山岩の試料採取と全岩化学分析を継続して行った。主要な対象は四国西
部・東部の主に島嶼部の高Mg安山岩・玄武岩，愛知県三河地域の玄武岩・安山岩である。
岩相および推定される形成年代において特徴的な試料を選別し岩石記載と全岩化学組成の
分析を進めるとともに，選別した苦鉄質岩については，研究用原子炉 JRR-3での即発ガン
マ線分析によるホウ素，塩素濃度の測定も実施した．過去の分析結果と合わせて，ホウ素量
の地域によるバリエーションが見えてきたので，その原因を検討している．三河地域の安
山岩が全岩組成では島弧的な特徴を持つことについては報文としてまとめた（新正・折橋, 
2023）． 

(4) 紀伊半島南端に近い，橋杭岩岩脈を構成する流紋岩及びそれに含まれる苦鉄質包有物の全
岩化学分析および流紋岩のジルコンU-Pb年代測定を行った．その結果 1500万年を超える
年代を得た．前ページ図の右側のパネルに示したように，このような海溝寄り地域中新
世珪長質火成岩類の中でも古い岩体は最も海溝に近い地域に分布するという傾向と合
致する結果である．他の記載的事項と合わせて 2024 年度の学会発表と学術誌への投稿
を準備している． 

(5) 海溝寄り地域中新世火成岩類の中でも最も外縁部に位置する室戸岬に貫入する斑れい
岩体のジルコン U-Pb 年代測定を行い，およそ 15.6 Ma の年代を得た．これは海溝寄
り地域中新世火成岩類の中でも最初期のものであり，先述の西南日本の時計回り回転
終了直後のマグマ活動と解釈され，1500 万年前ではなく，1600 万年前ごろまでに回転
が終了していたこと整合的であると言える．さらに室戸岬斑れい岩体は全岩化学組成
の特徴から，四国海盆由来の縁海性ソレアイト質マグマが陸上に貫入したものと考え
られており（たとえば Hibbard and Karig, 1990），西南日本の時計回り回転終了直後
に当地が四国海盆と対面し，四国海盆の拡大終焉期の海嶺玄武岩マグマが，西南日本の
縁辺部に貫入し得たことを強く示唆する．これも前ページ図の右側のパネルのような
プレート配置を支持する所見である．この結果は 2023 年の日本地質学会で報告すると
ともに現在学術論文として投稿準備中である． 
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